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このビラや市政へのご意見をお寄せください。

市営バスの今後 10年間の計画で路線市営バスの今後 10年間の計画で路線
バスに代わる代替え交通の委託バスに代わる代替え交通の委託
ゾーンバスなど計画ゾーンバスなど計画

市営バスの今後 10年間の計画で路線市営バスの今後 10年間の計画で路線
バスに代わる代替え交通の委託バスに代わる代替え交通の委託
ゾーンバスなど計画ゾーンバスなど計画

　

市
営
バ
ス
は
66
年
前
の

１
９
５
４
年
に
日
の
出
バ
ス

を
買
い
取
り
始
ま
り
ま
し

た
。
経
営
戦
力
に
は
高
槻

の
地
域
で
95
年
前
か
ら
バ

ス
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た

と
あ
り
ま
す
。
高
槻
市
は

バ
ス
事
業
と
と
も
に
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
答
申
で
は
、

「
市
営
バ
ス
は
行
政
の
一
部

局
で
あ
り
、
か
つ
、
自
立
経

営
の
徹
底
に
よ
る
独
立
採

算
を
原
則
と
す
る
２
面
制

を
有
し
て
い
る
。
公
共
性

と
経
済
性
の
両
立
が
使
命
」

と
し
て
い
ま
す
。
経
営
戦

力
で
は
、
両
立
の
た
め
に
何

を
す
る
の
で
す
か
。

　

市
民
の
福
祉
向
上
の
た

め
に
、
他
の
計
画
と
の
連

携
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
策
定
中
の
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、「
誰

も
が
移
動
し
や
す
い
、
交

通
体
系
の
確
立
」
を
重
点

課
題
の
一
つ
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
総
合
交
通
戦
略
で

は
、「
健
康
で
豊
か
な
暮
ら

し
を
送
る
た
め
、
活
発
な

経
済
活
動
を
行
う
た
め
に

は
、交
通
に
様
々
な
要
素
が
、

求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
ま

す
。

　
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
市

営
バ
ス
が
、
路
線
の
大
半

を
占
め
て
お
り
、
市
民
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

他
の
計
画
と
の
連
携
も
あ

り
ま
す
。市
営
バ
ス
の
役
割
、

効
果
は
大
き
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

市
の
答
弁

　

公
共
性
と
経
済
性
の
両

立
と
い
う
観
点
で
は
、
独
立

採
算
や
収
支
均
衡
を
原
則

と
し
、
市
民
の
福
祉
向
上

　

自
動
車
運
送
事
業
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
６
月

７
月
と
２
回
審
議
さ
れ
９
月
議
会
に
「
高
槻
市
営
バ
ス

経
営
戦
略
」
の
素
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

素
案
に
つ
い
て
、
10
月
１
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で
の
１

か
月
間
、
市
民
意
見
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
営
バ
ス
の
公
共
性

市
営
バ
ス
の
公
共
性

の
た
め
、
福
祉
政
策
や
観

光
と
の
連
携
を
図
る
。
市

民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
、
今
後
も
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い

く
。

　

市
営
バ
ス
の
収
支
で
は

営
業
損
益
は
長
年
赤
字
で

そ
の
額
は
増
加
す
る
と
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
赤
字

路
線
の
見
直
し
、
距
離
制

運
賃
、
ゾ
ー
ン
バ
ス
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。
見
直
し
の
効
果
を
お

答
え
く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

　

山
間
３
路
線
で
は
、
よ

り
最
適
な
交
通
手
段
の
導

入
の
検
討
を
市
の
交
通
政

策
と
連
携
し
進
め
る
。
柱

本
・
三
島
江
線
で
は
路
線

全
体
の
効
率
化
を
検
討
す

る
。
道
鵜
線
な
ど
東
の
エ
リ

ア
で
は
、
一
部
経
路
の
変
更

統
合
、
再
編
を
検
討
す
る
。

再
質
問

　

市
営
バ
ス
の
事
業
運
営

の
効
率
化
で
、
運
行
業
務

の
一
部
委
託
、
各
種
関
連
事

業
の
、
多
角
的
な
展
開
を

図
る
た
め
に
、
関
連
会
社

の
設
立
を
検
討
と
あ
り
ま

す
。
路
線
バ
ス
に
代
わ
る
、

代
替
え
交
通
手
段
の
委
託

運
行
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
は
70
歳
か
ら
75

歳
ま
で
の
高
齢
者
無
料
乗

車
証
制
度
を
段
階
的
に
廃

止
し
、
１
０
０
円
の
負
担
を

求
め
る
制
度
の
導
入
を
決

め
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
の
市

の
負
担
は
、
試
算
で

９
億
４
千
５
百
万
円
で
し

た
。
こ
の
金
額
が
市
営
バ
ス

に
補
助
さ
れ
る
の
か
。
実

際
に
は
ど
の
く
ら
い
の
金
額

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
の

か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

市
答
弁

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

高
齢
者
の
利
用
が
３
割
程

度
減
少
し
て
お
り
、
補
助

金
額
の
見
込
み
が
厳
し
い
。

再
質
問

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
市
の

補
助
額
が
昨
年
の
試
算
よ

り
３
割
ほ
ど
減
少
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
年

度
の
利
用
実
数
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
り
、

特
別
だ
と
考
え
、
試
算
通

り
の
金
額
を
補
助
す
る
べ

き
で
す
。

市
営
バ
ス
の
収
支

市
営
バ
ス
の
収
支

高
齢
者
無
料
乗
車
制
度

高
齢
者
無
料
乗
車
制
度

９
月
市
議
会
で
中
村
れ
い
子
（
市
議
）
が
質
問
し
た
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
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市会議員

中村れい子
市政相談日は

場　所：中村れい子事務所　　　時　間：朝 10時〜昼 12時まで
　　　　別所中の町３−７　TEL ６８１−８４８０／自宅　TEL ６８５−６６８６

毎月、第 2土曜日です

　

経
済
活
動
や
社
会
活
動
を
行
う
た
め
に
、

P
C
R
検
査
を
抜
本
的
に
増
や
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
大
阪
府
の
８
月
の
感
染
者
は
７
月
の
１・８

倍
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
最
多
で
、
春
の
第

１
波
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。
感
染
者
が
減

少
し
て
い
る
時
こ
そ
検
査
を
増
や
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

経済・社会活動のためにPCR検査を抜本的に増やすこと経済・社会活動のためにPCR検査を抜本的に増やすこと

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
向
け
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
向
け
た
、

市
民
へ
の
周
知
、
説
明
会
の
実
施
を

市
民
へ
の
周
知
、
説
明
会
の
実
施
を

介
護
や
保
育
な
ど
の
従
事
者
へ
の

「
社
会
的
検
査
」
の
実
施
を

　

計
画
の
内
容
は
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
山
間
部
３

路
線
や
、
柱
本
、
三
島
江

の
路
線
な
ど
に
つ
い
て
は
、

通
勤
、
通
学
で
毎
日
利
用

す
る
方
に
と
っ
て
は
大
き

な
負
担
に
な
り
ま
す
。
意

見
を
出
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
関
係
す
る
住
民
に
説

明
が
必
要
で
す
。

市
答
弁

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
っ
て
、
市
民
の
意
見

を
反
映
し
た
計
画
に
す
る

と
と
も
に
、
路
線
の
見
直

し
で
は
十
分
に
地
域
の
声

を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
み
、

必
要
に
応
じ
て
市
民
へ
の

周
知
や
説
明
を
行
う
。

再
質
問

　

計
画
が
決
ま
っ
て
か
ら

で
は
な
く
、
意
見
を
提
出

す
る
た
め
に
、
計
画
の
内

容
を
説
明
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
住
民

の
生
活
と
、
ど
う
い
う
関

わ
り
が
あ
る
の
か
、
ど
れ

だ
け
の
負
担
が
求
め
ら
れ

る
の
か
、
特
に
毎
日
利
用

す
る
人
に
と
っ
て
は
大
事

な
こ
と
で
す
。
内
容
を
理

解
す
る
う
え
で
、
説
明
会

は
必
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
社
会
的
な
基
礎

を
維
持
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

　

全
国
的
に
は
、
医
療
・
福
祉
従
事
者
な
ど

へ
の
大
規
模
検
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
、
10
月
以
降
、
都
内
の
一
定
規

模
以
上
の
高
齢
者
・
障
害
者
入
所
施
設
、
約

８
０
０
か
所
の
入
所
者
、
職
員
に
P
C
R
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
は
15
万
に
な
り

ま
す
。

　
世
田
谷
区
で
は
、「
世
田
谷
モ
デ
ル
」
と
言

わ
れ
、
す
べ
て
の
介
護
施
設
職
員
、
保
育
所
、

幼
稚
園
な
ど
約
２
万
人
に
P
C
R
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
８
月
７
日
の
通
知
で
地

域
に
お
け
る
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
自
治
体

の
判
断
に
よ
り
、
幅
広
く
検
査
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
高
槻
市
に
、
独

自
に
介
護
施
設
な
ど
の
従
事
者
へ
の
検
査
実

施
を
求
め
ま
し
た
。

生
活
に
必
要
な

生
活
に
必
要
な

路
線
は
赤
字

路
線
は
赤
字

で
も
運
行
を

で
も
運
行
を

　

市
営
バ
ス
の
収
支
に
つ

い
て
、以
前
は「
独
立
採
算
」

が
原
則
で
し
た
。
し
か
し
、

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
大
幅

に
路
線
が
廃
止
さ
れ
、
そ

の
代
替
え
バ
ス
を
自
治
体

の
予
算
で
運
行
す
る
事
態

に
な
り
、
原
則
が
崩
れ
ま

し
た
。
生
活
に
必
要
な
路

線
は
赤
字
で
も
良
い
と
い

う
考
え
方
で
す
。

　

高
槻
市
で
は
生
活
維
持

路
線
の
補
助
を
行
い
、
路

線
の
維
持
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
赤
字
を
強
調
し
、

路
線
の
見
直
し
な
ど
行
う

と
市
民
の
移
動
を
支
え
る
、

公
共
交
通
の
役
割
が
果
た

せ
な
く
な
り
ま
す
。
計
画

は
市
民
の
移
動
の
権
利
を

守
り
、
生
活
が
成
り
立
つ

よ
う
に
、
公
共
性
を
発
揮

す
る
計
画
に
見
直
し
す
る

べ
き
で
す
。

エリア 路線 検討の方向性

山間 田能線（杉生・
中畑・二料）

・原大橋以北は、市民や地域にとって最適な交通
手段の導入等について、市の交通政策と連携
しながら検討を進める。

山間 萩谷線
・関西大学以北は、市民や地域にとって最適な交
通手段の導入等について、市の交通政策と連
携しながら検討を進める。

山間 成合・川久保線

・上成合以北は、市民や地域にとって最適な交通
手段の導入等について、市の交通政策と連携
しながら検討を進める。・あわせて、高槻イン
ターチェンジ周辺のまちづくりの状況を踏ま
え、合理的な運行本数や経路変更も検討する。

南部 柱本・三島江線
・車庫前以南について、対キロ区間制や特殊区間
制運賃の導入や、車庫前で接続するゾーンバ
スとする等、路線全体の効率化を検討する。

南西部 芝生住宅線 ・生活路線としての利用状況を踏まえ、重複する
他の路線とあわせて総合的に検討する。

東部 前島・六中線道
鵜線

・生活路線としての利用状況や府道十三高槻線等
の新たな道路整備状況を踏まえ、一部経路の
変更や「前島・六中線」と「道鵜線」相互の
統合・再編等を検討する。

東部 梶原線

・新名神高速道路関連の道路整備（府道西京高槻
線バイパス、市道萩之庄梶原線等）を踏まえ、
経路の変更を検討する。・あわせて、観光振興
への貢献も検討する。

見直しが必要な不採算路線、新たな需要が考えられる路線

高槻市営バス経営戦略より


